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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年3月4日(2010.3.4)

【公開番号】特開2008-181428(P2008-181428A)
【公開日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-031
【出願番号】特願2007-15585(P2007-15585)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５２０Ｅ
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月18日(2010.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置であり、
　メディア格納コンテンツに対応するデータとして後発的に取得または生成した後発デー
タを格納する記憶部と、
　前記記憶部に対する後発データの記録に際して、後発データに関する管理情報を格納し
た管理テーブルを生成または更新して前記記憶部に記録する制御部を有し、
　前記制御部は、
　前記記憶部に記録される各後発データ各々について、後発データに対応するメディア識
別情報またはメディア格納コンテンツ識別情報を前記管理テーブルに記録し、該管理テー
ブル記録情報に基づく記憶部管理メニューの表示処理を実行する構成であることを特徴と
する情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記管理テーブルに、前記記憶部における各後発データに対するパス情報と、各後発デ
ータに対応するメディア格納コンテンツの識別情報を記録し、前記記憶部管理メニューと
して、前記メディア格納コンテンツの識別情報を表示部に表示する処理を実行する構成で
あることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記メディア格納コンテンツの識別情報には、後発データに対応するメディア格納コン
テンツのタイトルまたは代表画サムネイルの少なくともいずれかを含むことを特徴とする
請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記管理テーブルに、前記後発データに対応するメディア格納コンテンツに設定された
組織識別子（Ｏｒｇ－ＩＤ）、ディスク識別子（Ｄｉｓｃ－ＩＤ）の少なくともいずれか
を記録する処理を実行することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
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　前記制御部は、
　前記管理テーブルに登録された後発データの記憶容量情報を表示部に表示する処理を実
行する構成であることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記記憶部管理メニュー中に表示されたエントリに対するユーザによるエントリ指定情
報および処理指定情報の入力に基づいて、指定されたエントリに対応する後発データに対
して指定処理を実行する構成であることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記指定処理は、後発データの削除処理、移動処理、バックアップ処理、再生処理のい
ずれかであり、制御部はユーザにより指定されたエントリに対応する後発データを指定処
理情報に従って削除、または移動、またはバックアップ、または再生することを特徴とす
る請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記制御部は、
　前記記憶部に記録する後発データに関する説明情報である後発データ説明情報をメディ
アまたはサーバから取得して、記憶部に記録するとともに表示処理を実行する構成である
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記後発データ説明情報は、
　後発データのタイトル、
　後発データの取得または生成または記録日時、
　後発データの取得価格、
　上記情報の少なくともいずれかの情報を含むことを特徴とする請求項８に記載の情報処
理装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、
　前記後発データ説明情報を、記憶部の後発データ格納データに対応するディレクトリ中
の、各後発データに対応するメディア固有のディレクトリに設定して記録する構成である
ことを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記後発データ説明情報に含まれるデータの少なくとも一部を前記管理テーブルに記録
し、前記管理テーブルから後発データ説明情報を取得して表示する処理を実行する構成で
あることを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　情報処理装置においてメディア格納コンテンツに対応するデータとして後発的に取得ま
たは生成した後発データに対応する処理を実行する情報処理方法であり、
　制御部が、記憶部に対する後発データの記録に際して、後発データに対応するメディア
識別情報またはメディア格納コンテンツ識別情報を記録した管理テーブルの記録処理を実
行するデータ記録ステップと、
　前記制御部が、前記理テーブル記録情報に基づく記憶部管理メニューの表示処理を実行
するデータ表示ステップと、
　を実行することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１３】
　前記データ記録ステップは、
　前記管理テーブルに、前記記憶部における各後発データに対するパス情報と、各後発デ
ータに対応するメディア格納コンテンツの識別情報を記録するステップであり、
　前記データ表示ステップは、
　前記記憶部管理メニューとして前記メディア格納コンテンツの識別情報を表示部に表示
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する処理を実行するステップであることを特徴とする請求項１２に記載の情報処理方法。
【請求項１４】
　前記メディア格納コンテンツの識別情報には、後発データに対応するメディア格納コン
テンツのタイトルまたは代表画サムネイルの少なくともいずれかを含むことを特徴とする
請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項１５】
　前記データ記録ステップは、
　前記管理テーブルに、前記後発データに対応するメディア格納コンテンツに設定された
組織識別子（Ｏｒｇ－ＩＤ）、ディスク識別子（Ｄｉｓｃ－ＩＤ）の少なくともいずれか
を記録する処理を実行するステップであることを特徴とする請求項１２に記載の情報処理
方法。
【請求項１６】
　前記データ表示ステップは、
　前記管理テーブルに登録された後発データの記憶容量情報の表示処理を実行するステッ
プを含むことを特徴とする請求項１２に記載の情報処理方法。
【請求項１７】
　前記情報処理方法は、さらに、
　前記制御部が、前記記憶部管理メニュー中に表示されたエントリに対するユーザによる
エントリ指定情報および処理指定情報の入力に基づいて、指定されたエントリに対応する
後発データに対して指定処理を実行するステップを有することを特徴とする請求項１２に
記載の情報処理方法。
【請求項１８】
　前記指定処理は、後発データの削除処理、移動処理、バックアップ処理、再生処理のい
ずれかであり、制御部はユーザにより指定されたエントリに対応する後発データを指定処
理情報に従って削除、または移動、またはバックアップ、または再生することを特徴とす
る請求項１７に記載の情報処理方法。
【請求項１９】
　前記情報処理方法は、さらに、
　前記制御部が、前記記憶部に記録する後発データに関する説明情報である後発データ説
明情報をメディアまたはサーバから取得して、記憶部に記録するとともに表示処理を実行
することを特徴とする請求項１２に記載の情報処理方法。
【請求項２０】
　情報処理装置においてメディア格納コンテンツに対応するデータとして後発的に取得ま
たは生成した後発データに対応する処理を実行させるコンピュータ・プログラムであり、
　制御部に、記憶部に対する後発データの記録に際して、後発データに対応するメディア
識別情報またはメディア格納コンテンツ識別情報を記録した管理テーブルの記録処理を実
行させるデータ記録ステップと、
　前記制御部に、前記理テーブル記録情報に基づく記憶部管理メニューの表示処理を実行
させるデータ表示ステップと、
　を実行させることを特徴とするコンピュータ・プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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